



























































































ollaboration in Innovation and Educational Practice
２．�ロ�ラム�よび登壇者
1�月３��水�
14：00〜17：00（於：英東楼）
��国�シンポジウムⅠ
　　����本の高等教育��
・「学部学科等の改組変革に関わる諸問題」
　金子　勉　准教授（��大学大学院教育学研究科　
比較教育政策学講座）
・「多様化する大学入学者選抜制度」
　南部広孝　准教授（��大学大学院教育学研究科　
比較教育政策学講座）
　コメント：大塚雄作　教　授
　　　　　　（��大学高等教育研究開発推進センター）
　司　　会：高　益民　副教授
　　　　　　（北�師範大学教育学院　国際与比較教育研究所）
1�月４��木�
14：00〜17：00（於：英東楼）
��国�シンポジウムⅡ
　　�学生の���生活：�������
・「日本の大学院教育の現状と課題
　−��大学大学院教育学研究科の場合−」
　辻本雅史　教　授（��大学大学院教育学研究科　
教育学講座）
・「競争的資金による大学院教育への支援体制
　−��大学大学院教育学研究科の取組みを手がかりに−」
　竹腰千絵（��大学大学院教育学研究科　比較教育
政策学講座 博士後期課程２年）
・「学部学生の研究室への適応と、現在の私の研究生活」
　本部かの子（��大学大学院教育学研究科　高等教
育開発論講座 修士課程１年）
・「北�師范大学博士研究生教育情况介紹」
 （「北�師範大学博士課程教育の状況について」）
　劉　慧珍　副教授（北�師範大学教育学院　高等教
育研究所）
・「導師的指導与博士生培養質量的分析」
 （「指導教員の指導と博士課程院生養成の質の分析）」
　于　小霞（北�師範大学教育学院　碩士課程院生）
・「我的北師大研究生生活」
 （「北�師範大学での院生生活」）
　李　凡卓（北�師範大学教育学院　博士課程院生）
　司　　会：劉　慧珍　副教授
　　　　　　（北�師範大学教育学院　高等教育研究所）
その他の学�����ロ�ラム
1�月４��木�
９：00〜11：00
��京���学実験小学��訪問
1�月５��金�
終　日
学生����（孔子廟、国子監などの生涯学習施設の見
学・交流）
14:00〜17:00
打ち�わせ���（今後の学術交流・共同研究等）
　このシンポジウムの様子は、「中国国際放送局」の
日本語部のサイトにも掲載された。また、「人民網
（人民日報のネット版）」の日本語版にもニュースが転
載された（37頁参照）。同サイトでは張院長と辻本教
授の発言を以下のように紹介している。
　「国際化の背景の下、北�師範大は��大学との学
術交流を極めて重視している。学生と若手教員が交流
の中で最も恩恵を受けている。」（張斌賢院長）
　「教育学はそれぞれの国内事情に基づいたものだが、
相手の視点に立てば、一層はっきり見えるものもある。
中国と日本は文化の底流において深いつながりを持っ
ているため、比較研究により、双方にとって参考とな
るものが多いはずだ。」（辻本雅史教授）
　なお、本シンポジウムおよび大塚雄作教授による集
中講義などの様子は、『��大学大学院教育学研究科
北�師範大学教育学院　学術交流プログラム2008報告
書』として発行される。 （文責：渡邊　洋子）▶北�師範��実験小�の訪�（英語の授業）
▶２日目の懇親会の後で
▶�生も食文化を通じて交流
